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グループや個人で課題を追究する場面においては、学習が停滞することがありま

す。また、学習の方法や進み具合などが異なるために、何通りもの課題に教師が対

応する必要が生じ、指導が難しいという状況もみられます。 
そこで、多様な課題に基づく学習活動を支援するために、課題追究の段階で考え

得る活動を整理して下の図のようにまとめてみました。これは、計画を示すもので

はなく、児童へのアドバイスを図式化したものです。進捗状況を見ながら活動を方

向付けたり、活動が行き詰まっている児童に助言したりする際に役立ちます。また、

このような図を示すことによって、児童は、多様な追究方法があることを知ったり、

学習の進め方についてヒントを得たりすることができます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（  【事例１】）

視点３： 主体的な追究活動を支援する 

基本的な考え方 

１ 学習の進め方のヒントを示すなどして、自己決定を促す 

選んだテーマを

ふくらませよう 

ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ法で

ＫＪ法で 
取材から 

交流しよう 
 

他のグループと 
他の学校と 
海外の学校と 

取材に出かけよう 
 

５Ｗ１Ｈを考える、 
「100人に聞きました」 
アンケートで、 
【取材先の見つけ方】 
先生、友達、家族、地域
の人、市町村役場省庁、
大使館、タウンページ 

行き詰まっ

たら・・ 
発想法の活用 
誰かに相談 
違う取材先 
違うテーマ 

イベントを 

企画しよう 
ミニ講演会 

ディベート大会

お客様を呼ぼう

集会を開こう 
中間発表会 

まとめよう・発信しよう 
ポスターをつくろう。手紙を書こう。劇にしよう。

壁新聞を作ろう。ホームページで公開しよう。

調べよう・考えよう 

教科書で、新聞で、雑誌で、 
カタログで、パンフレットで、

インターネットで、本屋に行って、

手紙で、写真を撮って、専門家に

学校へ来てもらって・・・ 

 学び方マップ 
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ただし、児童が、活動の途中で迷ったり、うまくいかなくて考えたりしているとき

にも、教師は、「今、この子は何を学んでいるのか」ということをとらえようとする

ことが大切です。活動させることばかりに目が向いてしまうと、児童を追い立てて

しまうことになりかねません。児童が、追究の過程で自分の学びを振り返り、自分

はどのように考えていたのか、今はどうか、これからどうするかなどを考えて取り

組んでいることが主体的な学習であるともいえます。このことは、児童が、学習の

見通しとめあてをもつことにも関係します。学習の見通しとめあてをもたせるため

に、単元のはじめに活動計画表や自己評価票を配布し、学習の過程で自分の学びを

記録していく習慣化を図ることも有効です。 

 

 

  

児童が問題の解決や追究活動に主体的に取り組んでいくためには、学び方を理解し

ていることが必要です。活動への関心や意欲が高まり、何をすればよいか活動の方向

性が決まっても、実際に調べたり表現したりできなければ、学習を進めていくことは

できません。追究や表現に必要なスキルを明確にし、それらが身に付くよう、教科等

における学習との関連も考えながら具体的に指導することが大切です。 
例えば、「手紙の書き方」、「電話のかけ方」、「インタビューの仕方」などの学習の

手がかりになる手引きやワークシートを作成し、児童が必要に応じて使えるよう、こ

れらを共有化し、支援に役立てている学校もあります。また、学習室、図書室、コン

ピュータ室などを整備し、部屋の使い方や資料の探し方などを児童にも分かるように

しておくことも、主体的な活動を支援することにつながります。 
児童が追究や表現に必要な知識や技能を身に付けることができるよう、これまでに整

備してきた学習環境や作成してきた教材などを効果的に活用し、指導していきましょう。 
 

 

  

児童の活動を支援するためには、折にふれて集団での情報交換の場を設けること

も大切です。学習の進め方などについて学び合える機会や場を工夫することも、主

体的な活動を支援する方法として有効です。それぞれの課題は異なっていても、参

考になる情報や意見を得ることができ、相互評価することによって新たな意欲が生

まれることが期待できます。 
例えば、学習室や通路などを利用して展示コーナーを設け、各学年の学習の様子

と成果を知らせることで、意欲付けを図ったり学習の見通しをもたせたりすること

に効果をあげている学校もあります。

（  【事例２】） 

（  【事例３】）

（  【事例４】）

３ 児童が学習に関する情報を共有できる機会や場を工夫する 

２ 学習の手引きなどを活用して、追究に必要なスキルを指導する 
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この事例では、育てようとする資質・能力と想定される学びの方法を示した一覧表を作成し

て指導に役立てています。このように、追究や表現に必要な活動や方法など示すことにより、

教師は、総合的な学習の時間と各教科等の関連を意識して指導することができます。特に、総

合的な学習の時間においては、児童が自分の課題に合った方法を選んで学習できるよう支援し

ています。 

  

 

 

 

 

     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例１】 育てようとする資質・能力を明確にして学習活動を支援する 
―学びの方法を示した一覧表を作成し指導に役立てている取組― 

国 語 

音読 

読解 

ﾃｨ゙ﾍﾞー ﾄ 

台本作成 

手紙の書

き方 

説明文の

書き方 

暗唱 

社 会 

ｲﾝﾀﾋ゙ｭ  ー

ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ 

検索 

資料活用 

資料分析 

算 数 

ﾃﾞー ﾀ分析 

ｸﾞﾗﾌ作成 

ｱﾝｹｰﾄの

分析 

ｸﾞﾗﾌの読

みとり 

図表作成 

四則計算 

生 活 

人との接し方 

公共ﾏﾅ  ー

身近な自然

への気付き 

遊びの工夫 

基本的生活習

慣や技能 

理 科 

顕微鏡の操作

図鑑の活用 

ｽｹｯﾁの仕方 

音 楽 

作曲 

器楽演奏 

図 工 

模型製作 

ﾎｽ゚ﾀー  

製作 

体 育 

ダンス 

身体表現

健康調査

家庭 

調理 

裁縫 

道徳 

明朗誠実 

公徳心 

郷土愛 

国際理解 

特 活 

話し合い

の仕方 

集団行動 

委員会の

発表 

 

総合的な学習の時間

発見力 解決力 表現力 実践力 

 
【まとめ】 

レポート、新聞、脚本、原稿、 
ポスター、意見文、手紙、詩、 
感想文、絵本、パンフレット、 
模型 

【調べる】 
本、百科事典、地図、辞書、辞典、 
コンピュータ、電話、テレビ、ビデオ、

インタビュー、アンケート 

【話し合い】 
語り、討論、比較、司会、発表、

話し合い、対話、応答、話を聞く、

ポスターセッション、 
ブレーンストーミング 

【発表】 
劇、人形劇、オペレッタ、ペープ

サート、発表会、討論会、クイズ、

ゲーム、ニュース、新聞作り、 
紙芝居、プレゼンテーション 

【観察】 
観察方法、飼育方法、栽培方法、

計測技術、実験方法 
【出会い】 

外国の人、他府県の人、 
地域の人、障害をもつ人、 
お年寄り、先生、家族、 
近所の人、他学年の人、 

【記録】 
ビデオ、デジタルカメラ、カメラ、メモ、

ノート、絵、文、カード、ﾃー ﾌ゚ ﾚｺー ﾀ゙  ー

  主体的な追究活動を支援する実践事例 
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この事例では、児童が見通しをもって活動できるよう、活動計画表を単元の初めに配布しています。

学習の段階を「第１ステージ」から「第４ステージ」、「ファイナルステージ」と名付け、親しみをも

たせています。時間を無制限に与えることはできないので、時間配分のめやすを示し、児童が与えら

れた時間の中で計画的に追究できるよう支援しています。また、自分の学びを振り返る時間を確保し、

自己評価票に記録させています。教師から励ましのコメントなどを返すことによって、児童の学びを

支援しています。 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

【事例２】 学習の見通しとめあてをもたせる 
―活動計画表と自己評価票を活用した取組－ 

基本となる様式はありますが、学

年の発達段階に合わせて、各学年で

アレンジして活用しています。 

評価票に学びの跡を記録してい

くことで、児童は学習の成果を実

感できます。  

また、教師の励ましのコメント

によって、次の活動への意欲が高

まり、自信にもつながっています。 

  主体的な追究活動を支援する
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この事例では、手紙の書き方、電話のかけ方、ＦＡＸ用紙の書き方、インタビューの仕方などの「学

び方カード」を作成し、追究に必要なスキルが身に付くよう、国語科や社会科などで学習してきたこ

とも意識させながら指導しています。 

例えば、次に示したインタビューの仕方に関する「学び方カード」では、インタビューの相手や聞

きたい内容などを指示どおりに書き込んでいけば、インタビューの組立ができるようになっていま

す。授業では、インタビューの内容を書く場面は児童に任せ、教師は、支援を必要としている児童に

対してインタビューのシミュレーションを行うなど、具体的に指導しています。そのため、児童は自

信をもってインタビューをすることができるようになりました。 

教師による指導と、児童が

実際にインタビューをする

という活動を繰り返し行っ

てきた結果、高学年になる

と、コミュニケーション能力

が高まり、気持ちのよい挨拶

や、相手や場をわきまえた受

け答えができるようになっ

てきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、児童は、インターネットでの調べ学習を好みますが、多くのサイトの中から自分が求める情

報を探すのには時間がかかります。限られた時間の中で効率よく学習するには、教師が手順とある程

度の範囲を示して、その中から検索させることも必要でしょう。教師があらかじめ児童の課題を把握

し、参考になるサイトを一覧にしておくことによって、児童は必要な情報を短時間で見付けることが

できます。 

【事例３】 追究に必要なスキルが身に付くよう指導する  
―「学び方カード」を作成し、調べ方や学び方を支援する取組―  

  主体的な追究活動を支援する

スキルが身に付き、このよ

うなワークシートが必要の

ない児童には、自分でメモを

作成させています。 

また、一方的に用意した質

問をするのではなく、相手と

のやりとりで話題が広がっ

たり深まったりしていくよ

うにインタビューすること

が大切であることも指導し

ています。 
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この事例では、教職員全員で学習室を整備しました。この部屋には、追究活動を行う際に役

立つワークシートなどが所定の棚に分類して置いてあり、児童は、必要に応じて、これらを自

由に使うことができます。学習に必要な紙類や文房具も常備されているため、教室から紙やマ

ジックを持って来る必要がありません。一度時間をかけてワークシートや部屋を整備すること

により、児童の主体的な学習や児童間での学び合いがしやすくなり、結果的に、教師に頼る児

童が減って、支援を必要とする児童への指導を充実させることができます。 

また、学習室には、総合的な学習の時間に関する掲示コーナーがあり、児童は前年度の同学

年の発表資料などを見て参考にしています。グループで活動する場面では、お互いの活動の様

子が分かるように付箋に書かせ、進捗状況を一覧表にして掲示しています。このように情報交

換の場を工夫することにより、意欲付けを図り、追究の広がりや深まりを助けています。 

 

【事例４】 児童が情報を共有できる場を整備する 

―作業や学び合いの場として学習室を活用している取組―  

 

 

児童は、自分たちの学習の歩みを振り返

ったり、友達の学びの様子を参考にしたり

しています。活動が停滞したときなどには、

この一覧表が役に立ちます。 

  主体的な追究活動を支援する
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